
 
日本英語交流連盟 

The English-Speaking Union of Japan 

 

ESUJ Talk Salon 

  ウクライナ、ロシア、帝国 

  ケンブリッジの碩学歴史家との対話 

ドミニク・リーベン教授：ケンブリッジ大学 

沼田 貞昭：日本英語交流連盟 名誉会長 

 

    
 

日時: ２０２４年 ３月２１日（木）19:00-20:30 

会場： 外務精励会 大手町倶楽部 KDDI 大手町ビル２階 

千代田区大手町１−８−１地下鉄大手町駅 C１出口直結 

TEL. (03) ５２０２−８０５５ 

会費： ESUJ特別会員・ESUJ特別法人会員 1,500円 

ESUJ、JSA, CCCJ 会員  2,500円 

ESUJ学生会員 500 円 

一般 3,500 円 / 学生 1,000 円 (学生証) 

詳細： http://www.esuj.gr.jp/event/ (定員：30名) 

申込：   https://ws.formzu.net/fgen/S10287191/  

申込締切 3月 14日(木)   ３月１５日以後のキャンセルは会費を頂戴いたします 

問合せ：ESUJ事務局 Email: esujoffice@esuj.gr.jp  FAX:03-3423-0971  TEL:03-3423-0970  

会場の都合上、定員になり次第締め切らせていただきますのでご了承ください。 

一般社団法人 日本英語交流連盟   The English-Speaking Union of Japan (ESUJ) 

http://www.esuj.gr.jp   E-mail: esujoffice@esuj.gr.jp  Fax: 03-3423-0971 Tel: 03-3423-0970 

ウクライナ戦争の帰趨を世界は憂慮しています。何がロシアをウ

クライナ侵攻に追い込んだのでしょうか？帝政ロシアの歴史との

関係は？プーチンは何を達成しようとしているのでしょう？ 

世界的に著名なケンブリッジ大学の歴史家ドミニク・リーベン教

授からこのような問題についてのお話を気楽なサロン風の雰囲気

の中でうかがいましょう。リーベン教授は、ロシアおよび帝国につ

いての該博な知見とご自身の欧州の貴族の血統に基づくユニーク

な視点をお持ちです。大叔父様のプリンス・アレクサンダー・リー

ベン露海軍大佐は巡洋艦ダイアナの艦長として日露戦争に参戦し

たとのことです。 

同教授は、奥様の藤原美喜子さんと一緒に日本に滞在中です。 

 

 

 

ドリンク付き 

三菱ＵＦＪ銀行 064 赤坂見附支店   

普通口座：００４８５５３ 

口座名：一般社団法人 日本英語交流連盟 

銀行振込手数料は、ご負担願います。 

プロフィール 
ドミニク・リーベン氏（１９５２年１月１９日生まれ）はケンブリッジ大学トリニティ・カレッジ名誉フェロー、同大学元研
究教授。 
 
１９７３年ケンブリッジ大学クライスツ・カレッジを首席卒業。１９７３/４年ハーバード大学ケネディ・スカラー。１９７８
年以来ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス（LSE）勤務。１９９３年同校教授、２００１−２００４年政治学部長、２００９
−２０１１年国際歴史学部長。２０１１年ケンブリッジ大学トリニティ・カレッジのシニア・リサーチ・フェロー就任。英国
学士院会員。ロシア科学アカデミー名誉会員。東京大学およびハーバード大学客員教授。 
 
マーガレット・サッチャー首相の外交助言チームのメンバーを務めた。ロシア史、帝国・皇帝、ナポレオン時代、第
一次世界大戦、および欧州貴族についての著作多数。現代政治に歴史が与える影響についてのメディアの討論
にしばしば登場している。 
 
著作：Empire: The Russian Empire and Its Rivals (2000)  

(邦訳 『帝国の興亡 ロシア帝国とそのライバル 上、下』松井秀和訳) 
   Towards the Flame: Empire, War and the end of Tsarist Russia (2015) 

      In the Shadow of the Gods: The Emperor in World History (2022) 
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